
例
年
以
上
の
省
エ
ネ
活
動
が
必
要

Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
の
歴
史
を
共
有

講
演
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
シ
ナ
リ
オ
と

産
業
界
の
動
き
」

今
夏
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

Ｅ
Ｍ
Ｓ
全
員
大
会

第13回創立記念日学園協議会
学園創立115周年記念

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本

大
会
は
、
本
学
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）
活
動
の

意
義
や
目
的
を
全
員

で
再
確
認
し
、
Ｅ
Ｍ

Ｓ
活
動
の
推
進
を
改

め
て
促
す
た
め
に
行

わ
れ
た
。

　

最
初
に
、
柳
澤
章

理
事
長
か
ら
「
日
本

工
業
大
学
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活

動
の
経
歴
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ

た
。
柳
澤
理
事
長
は
宮
代
町

に
開
学
し
た
当
時
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
周
辺
環
境
の

変
化
と
、
教
育
環
境
整
備
事

業
の
経
緯
に
つ
い
て
写
真
を

交
え
な
が
ら
紹
介
。
こ
う
し

た
環
境
施
設
導
入
な
ど
の
条

件
が
背
景
と
な
っ
て
、
２
０

０
１
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
に
繋
が
っ
た
と

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
自

主
宣
言
に
よ
る
環
境
活
動

が
、
本
学
の
教
育
理
念
で
あ

る
実
工
学
の
学
び
に
密
接
に

結
び
つ
い
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と

で
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
が
学
生
の

将
来
に
向
け
た
環
境
教
育
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、株
式
会
社
工
業

市
場
研
究
所
の
鈴
木
洋
平
氏

を
特
別
講
師
と
し
て
招
き
、

「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
シ

ナ
リ
オ
と
産
業
界
の
動
き
・

脱
炭
素
技
術
の
開
発
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ

た
。
鈴
木
氏
は
、国
際
的
な

動
向
の
解
説
に
続
き
、脱
炭

素
を
加
速
さ
せ
る
画
期
的
な

施
策
や
数
々
の
ア
イ
デ
ア
を

交
え
た
興
味
深
い
内
容
を
紹

介
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
に

関
連
し
た
質
疑
な
ど
、活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

大
会
の
締
め
く
く
り
と
し

て
成
田
健
一
学
長
が
登
壇

し
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動

の
大
切
さ
を
訴
え
、
改
め
て

全
員
で
の
活
動
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
宣
言
し
、
大
会
は

幕
を
閉
じ
た
。

　

５
月
19
日
、
全
教
職
員
を

対
象
と
す
る
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
全
員

　

今
年
の
創
立
記
念
日
学
園
協
議
会
は
６
月
25
日
午
後
１
時

30
分
よ
り
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
学
園
関
係
者
１
６
３
名
が
出
席
。
併
せ
て
ラ
イ
ブ
配

信
も
行
わ
れ
、
約
60
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
た
。

講
演
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
が
も
た
ら
す

社
会
変
革
と
日
本
の
可
能
性
」

講
演
「
駒
場
高
等
学
校
～
工
業
科
高
校

か
ら
普
通
科
高
校
へ
の
歩
み
」

　

最
初
に
日
本
工
業
大
学
駒

場
中
学
校
・
高
等
学
校
の
大

塚
勝
之
校
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
学
園
創
立
以
来
１
１
５

年
の
歴
史
を
も
つ
駒
場
高
等

学
校
（
現
校
名
）
の
工
業
科

が
来
年
３
月
で
終
了
す
る
こ

と
を
報
告
。
今
後
の
決
意
と

し
て
「
伝
統
の
『
人
柄
を
育

む
』
教
育
を
中
心
に
、
進
学

型
運
営
で
一
層
高
い
目
標
を

目
指
す
。
教
職
員
一
同
、
工

　

続
い
て
、
辻
野
晃
一
郎
氏

を
講
師
に
迎
え
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
た
。
辻
野
氏

は
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
に
お
い

て
要
職
を
務
め
た
後
、
グ
ー

グ
ル
日
本
法
人
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
た
。
退
社

後
、
ア
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

を
創
業
。
長
年
に
わ
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き

た
。

　

辻
野
氏
は
、
こ
こ
20
年
に

わ
た
り
世
界
中
で
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ

（
予
測
困
難
）
の
時
代
に
突

入
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
大

き
な
変
革
が
起
こ
っ
て
い
る

と
説
明
。
そ
の
最
も
大
き
な

　

続
い
て
柳
澤
章
理
事
長
が

登
壇
。
自
ら
先
頭
に
立
っ
て

実
現
し
た
駒
場
高
等
学
校
の

普
通
科
専
一
へ
の
道
の
り
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

同
校
は
１
９
０
７
年
設
立
の

東
京
工
科
学
校
を
始
原
と
し
、

２
０
０
７
年
度
ま
で
工
業
系
単

科
高
校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、時
代
の
流
れ
と
と

も
に
工
業
科
の
存
在
意
義
は
薄

れ
、生
徒
募
集
に
も
影
響
が
見

え
始
め
た
こ
と
か
ら
、抜
本
的

な
改
革
が
急
務
と
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え

つ
つ
柳
澤
理
事
長
は
、２
０
０

要
因
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
普
及
後
に
技
術
革
新

が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
こ
と
を

挙
げ
た
。
そ
の
中
で
日
本
は

デ
ジ
タ
ル
後
進
国
と
し
て
埋

没
し
、
産
業
が
地
盤
沈
下
し

て
い
る
と
指
摘
。
こ
の
状
態

を
打
破
す
る
た
め
に
「
経
営

革
新
」
と
「
創
造
的
破
壊
」

を
も
っ
て
取
り
組
む
「
Ｄ

Ｘ
」
こ
そ
が
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時

代
を
勝
ち
残
る
武
器
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し

て
、
デ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

味
方
に
で
き
る
人
材
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

し
、
本
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
人
材
育
成
に
期
待

を
込
め
た
。

８
年
度
以
降
の
普
通
科
併
設
、

校
名
変
更
、工
業
科
と
普
通
科

の
定
員
逆
転
、普
通
科
専
一
の

決
定
へ
と
至
る
同
校
の
変
遷

に
つ
い
て
、当
時
の
議
事
録
な

ど
を
示
し
な
が
ら
説
明
。
改

革
の
節
目
に
は
反
対
意
見
も

あ
り
、意
思
統
一
に
向
け
て
理

事
会
が
腐
心
し
た
様
子
も
赤

裸
々
に
語
っ
た
。
最
後
に「
大

き
な
改
革
を
成
す
と
き
に
は

大
き
な
抵
抗
が
あ
る
が
、正
し

い
と
思
え
ば
思
い
切
っ
た
英

断
が
必
要
だ
。
今
考
え
て
も

普
通
科
専
一
の
道
は
正
し

か
っ
た
」と
締
め
括
っ
た
。

業
高
校
時
代
か
ら
の
『
面
倒

見
の
良
さ
』
を
受
け
継
ぎ
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
宣
言
し
た
。

大塚校長 辻野氏 柳澤理事長

駒場キャンパスのアリーナにおいて感染防止対策を徹底したうえで開催

鈴木洋平氏

　

昨
年
度
の
省
エ
ネ
実
績

は
、
温
対
法
に
お
け
る
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
目

標
（
基
準
値
４
７
５
０
ｔ
‐

Ｃ
Ｏ
２
／
年
の
22
％
削
減
）

に
対
し
32
・
６
％
削
減
を
達

成
し
た
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
み
る
と
、
照

明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
当
年

は
本
館
と
11
号
館
）
に
よ
る

約
40
％
電
力
削
減
効
果
や
老

朽
化
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調
機
を

高
効
率
の
Ｅ
Ｈ
Ｐ
空
調
機
に

更
新
す
る
な
ど
設
備
改
善
で

削
減
効
果
を
見
込
ん
だ
も
の

の
、
省
エ
ネ
法
の
原
油
換
算

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
目
標
値

（
原
単
位
で
０
・
５
５
５
ｋ

Ｌ
／
㎡
以
下
）
に
対
し
、

０
・
５
６
２
ｋ
Ｌ
／
㎡
と
未

達
。
前
年
度
比
で
13
・
６
％

の
増
加
で
あ
り
、
こ
の
要
因

は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
緩
和
に

よ
る
対
面
授
業
の
増
加
や
窓

を
開
口
し
て
の
強
制
換
気
な

ど
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
別

使
用
量
で
は
、
都
市
ガ
ス
が

11
・
８
％
増
加
、
電
力
が

16
・
83
％
増
加
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
今
年
度
の
東
京
電

力
管
内
に
お
け
る
電
力
需
給

の
予
備
率
は
３
％
を
確
保
で

き
る
見
通
し
で
は
あ
る
も
の

の
、
昨
今
で
は
最
も
厳
し
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
例
年
以

上
の
省
エ
ネ
活
動
の
協
力
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
学
で

は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
管
理
部
会
が
中
心
と
な

り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で
は
、

埼
玉
県
条
例
の
削
減
目
標
値

を
上
回
る
基
準
値
比
30
％
の

削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
法
目

標
値
の
０
・
５
５
５
ｋ
Ｌ
／

㎡
以
下
と
定
め
、
次
の
省
エ

ネ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

今
年
の
主
な
省
エ
ネ
活
動

①
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

啓
発
活
動

②
空
調
の
中
間
期
完
全
停
止

③
外
気
温
度
に
よ
る
熱
源
運

転
制
御

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行

⑤
授
業
の
休
み
時
間
は
教
室

照
明
・
空
調
機
の
停
止

を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

と
し
て
、
換
気
設
備
の
運
転

は
停
止
し
な
い
。
ま
た
、
設

備
改
善
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策

と
し
て
、
老
朽
化
空
調
機
更

新
に
よ
る
高
効
率
化
（
Ｅ
１

棟
）
と
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
（
Ｗ
10
棟
）
は
計
画
通

り
行
い
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に
向
け

て
推
進
し
て
い
く
。

本学オリジナルSDGsロゴマーク制定

「みらい募金」のご案内

本学園への応援の気持ちが直接届く

　本学は6月、オリジナルのSDGsロゴマークを制定した。SDGs
活動に関連する媒体、ツール等にこのマークを表示することで、
個々の活動実績を見える化し、学内外に効果的に訴求していく。
　本学SDGs活動の起源は2001年のISO14001の認証取得に始
まり、それ以後、全学で環境保全活動、環境教育を推進してきた。
その象徴ともいえる本館屋上の太陽光発電システム「ソーラー
チューブ」をロゴマークのモチーフとして採用。全体の配色は
SDGsの17目標のアイコンの17色で表現している。

　「みらい募金」は、寄附者の皆さまが、本学園が重点的に
取り組む、奨学金事業、教育・研究推進事業、施設・設備拡
充事業の中から使途を指定できる募金制度である。またその
他の使途や寄附をする学校を指定することも可能で、本学園
を応援いただくその思いが直接届く仕組みとなっている。食
堂アルテリーベで実施している100円朝食も、みらい募金に
よって成り立っており、本学園の更なる飛躍と発展のため、
より一層のご支援とご協力をお願いしたい。 今年の節電ポスター
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入試名称 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別選抜
（単願）

単　願

奨学金

・�特別奨学生には、1年目の学費から98万円
または49万円を免除
・書類審査および面接による選考

出願期間 10/� 1（土）～10/� 7（金）　Web受付開始� 9/21（水）

試験日と試験会場 10/15（土）本学

合格発表日 11/� 1（火）

特別選抜
（併願）

併願可

奨学金

・�優秀な成績の場合、入試奨学金あり
・書類審査および面接による選考
・国公立大学等との併願に最適

出願期間 10/� 1（土）～10/� 7（金）　Web受付開始� 9/21（水）

試験日と試験会場 10/15（土）本学

合格発表日 11/� 1（火）

共通テスト利用

併願可

奨学金

検定料割引

・�大学入学共通テストで本学が指定する教
科・科目の成績により選考

共通テスト利用A 共通テスト利用B 共通テスト利用C

出願期間
� 1/� 6（金）～� 2/� 2（木）
Web受付開始�12/16（金）

� 2/� 4（土）～� 2/17（金）
Web受付開始� 1/28（土）

� 2/20（月）～� 3/� 8（水）
Web受付開始� 2/13（月）

大学入学共通テスト実施日 � 1/14（土）・15（日）※本学での個別学力試験等は実施いたしません

合格発表日 � 2/10（金） � 3/� 1（水） � 3/16（木）

一般選抜

併願可

奨学金

検定料割引

・�一般選抜Aで各学科・コースの成績上位
（合格者の5％）に1年目の学費から98万
円または49万円を免除
・筆記試験による選考
・�試験教科は数学・理科（物理、化学から1科
目を選択）・英語の3教科

一般選抜A 一般選抜B

出願期間
� 1/� 6（金）～� 1/24（火）
Web受付開始�12/16（金）

� 2/� 4（土）～� 2/16（木）
Web受付開始� 1/28（土）

試
　
験
　
日

4日間から選択
（複数日受験可）

� 1/29（日）～� 2/� 1（水）
�本学・仙台・郡山・水戸・宇都宮・高崎・川越・�
柏・千葉・品川・池袋・立川・横浜・新潟・�
長野・静岡・名古屋
※会場は変更になる場合があります。

� 2/21（火）
本学・宇都宮・高崎・柏・品川・池袋

※会場は変更になる場合があります。

合格発表日 � 2/10（金） � 3/� 1（水）

一般選抜
英語外部試験利用

併願可

奨学金

検定料割引

・本学の英語の試験を免除
・�数学・理科の試験問題は一般選抜Bと同
一問題。

出願期間 � 2/� 4（土）～� 2/16（木）　Web受付開始� 1/28（土）

試験日と試験会場 � 2/21（火）本学・宇都宮・高崎・柏・品川・池袋

合格発表日 � 3/� 1（水）

3月入試 併願可 ・�書類審査、面接および小論文による選考

出願期間 � 3/� 1（水）～� 3/� 8（水）　Web受付開始� 2/21（火）

試験日と試験会場 � 3/11（土）本学

合格発表日 � 3/16（木）

学校推薦型選抜
（指定校） 単　願 ・書類審査、面接による選考

・指定校・指定学科制

出願期間 11/� 1（火）～11/14（月）　Web受付開始10/24（月）

試験日と試験会場 11/20（日）本学

合格発表日 12/� 1（木）

学校推薦型選抜
（公募制）

併願可

奨学金
・書類審査、面接による選考
・公募制

第1期 第2期

出願期間
11/� 1（火）～11/14（月）
Web受付開始�10/24（月）

12/� 1（木）～12/� 8（木）
Web受付開始�11/21（月）

試験日と試験会場 11/19（土）本学 12/17（土）本学

合格発表日 12/� 1（木） 12/23（金）

総合型選抜
（課題実践型）

併願可

奨学金

・�1次審査：書類審査（調査書、志望理由
書、課題）
・2次審査：面接、プレゼンテーション

第1期 第2期

出願期間
� 9/15（木）～� 9/29（木）
Web受付開始� 9/� 8（木）

11/15（火）～12/� 1（木）
Web受付開始�11/� 8（火）

1次審査結果通知 10/� 7（金） 12/� 8（木）

2次審査日と試験会場 10/15（土）本学 12/17（土）本学

合格発表日 11/� 1（火） 12/23（金）

総合型選抜
（体験講義型）

併願可

奨学金
・体験講義、面接による選考
・体験講義後、ワークシート解答

出願期間 � 9/15（木）～10/� 6（木）　Web受付開始� 9/� 8（木）

試験日と試験会場 10/15（土）本学

合格発表日 11/� 1（火）

総合型選抜
（基礎学力型）

併願可

奨学金

・筆記試験、面接による選考
・�試験教科は数学・英語の2教科（応用化
学科は英語、化学のいずれかを選択）

出願期間 11/� 1（火）～11/14（月）　Web受付開始10/24（月）

試験日と試験会場 11/19（土）本学

合格発表日 12/� 1（木）

・各入試の詳細については、募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡�0120-250-267
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５
月
27
日
、
高
等
学
校
教

諭
を
対
象
と
し
た
、
入
試
説

明
会
が
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
５

号
館
２
０
３
教
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
近
隣
の
高
等
学

校
を
中
心
に
、
北
は
岩
手
県

か
ら
西
は
徳
島
県
ま
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
67

校
の
高
等
学
校
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

は
じ
め

に
、
成
田

学
長
よ
り

挨
拶
と
併

せ
て
大
学

の
近
況
報

告
が
あ
り
、

次
に
入
試

室
が
大
学

紹

介

を

行
っ
た
。

続
い
て
、

学
生
に
よ

る
体
験
報

告
と
し
て
、
応
用
化
学
科
３

年
中
路
千
咲
さ
ん
、
建
築
学

科
建
築
コ
ー
ス
４
年
大
石
健

斗
さ
ん
の
２
名
が
、
日
本
工

大
に
入
学
を
決
め
た
理
由

や
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
学

生
生
活
を
発
表
し
、
最
後
に

受
験
生
や
高
校
生
に
向
け
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ

み
、
２
０
２
３
年
度
入
試
概

要
を
説
明
し
、
説
明
会
は
閉

会
し
た
。

　

閉
会
後
は
希
望
す
る
教
諭

を
対
象
に
学
内
施
設
見
学
を

実
施
し
、
さ
ら
に
５
号
館
２

階
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
学
科
お
よ
び
学
群

教
員
や
学
生
と
の
個
別
相
談

が
行
わ
れ
た
。
多
く
の
参
加

教
諭
が
個
別
相
談
ブ
ー
ス
を

利
用
し
、
入
試
説
明
会
は
盛

況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
埼
玉

キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
の
み
な
ら

ず
、
福
島
県
や
新
潟
県
、
長

野
県
と
い
っ
た
大
学
以
外
の

会
場
に
お
い
て
も
入
試
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
学
習
塾
・
予
備

校
講
師
向
け
の
入
試
説
明
会

も
６
月
３
日
に
埼
玉
キ
ャ
ン

パ
ス
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
埼
玉
、新
潟
、長
野
の
会
場
で
開
催
。

２
０
２
３
年
度
入
試
説
明
会
開
催

入学動機などを発表する中路さん

大学の近況報告を行う成田学長

受験生サイトが
リニューアル
オープン!

　2022年6月に受験生サイト
がリニューアルされた。新受
験生サイトは大学カラーの青
と白を基調とし、「入試情報」
や「イベント情報」、「お金の
こと」等が調べやすいサイト
となっている。
　さらに新コンテンツとして、
大学に関する数値情報を1
ページにまとめた「数字で見
る日本工業大学」や、受験生
が自分の興味に合う学科を探
すことができる「学部・学科
サーチ」、学生のインタビュー
をまとめた「学生VOICE」等
が用意された。

　

本
研
究
科
は
２
０
０
５
年

に
開
学
し
て
以
来
、
５
０
０

名
近
い
社
会
人
修
了
生
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。
修
了
生

は
年
齢
や
学
歴
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
所
属
す
る
会
社
の

規
模
・
業
種
・
業
態
、
職
種
・

職
位
等
で
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
他
の
社
会

人
大
学
院
に
比
べ
て
中
小
企

業
の
経
営
者
や
後
継
者
、
幹

部
社
員
が
相
対
的
に
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
本
研
究
科

修
了
生
の
多
様
化
は
修
了
生

間
の
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
お

り
、
既
に
修
了
生
間
で
受
発

注
や
共
同
受
注
活
動
等
が
自

然
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
修
了
生
の
多
様

性
を
活
か
し
て
修
了
生
間
の

連
携
の
拡
大
・
深
化
を
図

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
中
小
企

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

と
呼
ぶ
）
が
本
研
究
科
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
で
は
修
了
生
間
に
お
い
て

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
持
続
的
に
生
ま
れ

る
よ
う
諸
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
本
研
究

科
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
は
本
研

究
科
の
学
生
募
集
を
優
位
に

す
る
戦
略
的
意
味
合
い
も

持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
は
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
修
了

生
の
連
携
を
拡
大
・
深
化
さ

せ
る
た
め
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
大
交
流

会
」、「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
交
流
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
修
了
生
の
会
社

の
技
術
や
製
品
等
の
強
み
等

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

作
成
を
進
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
盤
形
成
の
も

と
、
自
然
発
生
的
な
修
了
生

間
の
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
修
了
生
の
連

携
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
修
了

生
を
紹
介
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
、
新
技
術
・
新
製
品
開

発
、
新
事
業
創
造
、
起
業
化

等
を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
研
究
科
の
中
小
企

業
診
断
士
登
録
養
成
課
程
を

修
了
し
た
診
断
士
資
格
取
得

者
等
を
技
術
経
営
に
強
い
実

践
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ

と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

高
度
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
養
成

事
業
等
も
行
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
、
本
研
究

中
小
企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り技

術
経
営
研
究
科
・
教
授　

小
田　

恭
市

科
に
お
い
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム

形
成
を
進
め
修
了
生
の
「
共

創
」
の
場
と
な
る
よ
う
に
、

修
了
生
及
び
教
職
員
の
積
極

的
な
参
画
、
協
力
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

2023年度入試概要

日本工業大学大学院　社会人特別選抜
◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　https://www.nit.ac.jp

■2023年度　入試日程
日程

出願期間
2022年9月28日～10月03日
2023年2月08日～02月15日

面接試験
10月06日
02月22日

手続締切
2023年1月30日
2023年3月08日

合格発表
10月21日
03月03日

一次募集
二次募集

受験生サイト
募集要項ページ
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ル
ー
ル
見
直
し
、

学
生
の
評
価
を
採
用
に
活
用
可
能
に
！

平
成
30
年
間
に
お
け
る

日
本
の
工
作
機
械
技
術
開
発
の
変
遷
と

今
後
の
課
題

デ
ジ
タ
ル
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
技
術
革
新
が

第
四
次
産
業
革
命
を
引
き
起
こ
す

留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
実
施

富
士
山
と
忍
野
八
海
を
満
喫

就
職
支
援
情
報

　

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会

の
２
０
２
２
年
度
総
会
・
特

別
講
演
会
が
６
月
２
日
、
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ

た
。
対
面
で
の
参
加
者
は
26

名
と
少
数
で
は
あ
っ
た
が
、

今
後
の
各
種
企
画
の
オ
ン
ラ

　

夏
休
み
に
入
り
、
２
０
２

４
年
春
卒
業
・
修
了
見
込
の

学
生
（
現
在
、
大
学
３
年

生
・
大
学
院
１
年
生
）
を
対

象
に
し
た
サ
マ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
）
が
本
格
化
し

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
不
況
を

越
え
て
企
業
の
採

用
意
欲
が
高
ま

り
、
人
材
獲
得
競

争
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
中
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か

ら
採
用
に
繋
げ
た

い
と
考
え
る
企
業

が
増
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
年
も
夏
を
皮

切
り
に
社
員
と
の
交
流
会

な
ど
を
設
け
て
応
募
か
ら

選
考
へ
と
繋
げ
る
な
ど
、
早

期
化
は
一
段
と
進
む
と
予

想
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は

２
０
２
５
年
春
卒
業
の
学

生
（
現
在
、
大
学
２
年
生
）

か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
の
ル
ー
ル
を
見
直
す
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
の
評
価
を
企
業
が

採
用
の
判
断
材
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
認
め
る

も
の
で
あ
る
。
活
用
に
は
一

定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
、
具
体
的
に
は

・
最
低
５
日
間
以
上

・
実
施
期
間
の
半
分
超
は
就

業
体
験

・
現
場
社
員
に
よ
る
指
導
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
長
期
休
暇
期
間
に
実
施

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
一
部
の
企
業
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

者
を
早
期
選
考
に
呼
ぶ
な

ど
優
遇
し
て
お
り
、
就
活

ル
ー
ル
は
完
全
に
形
骸
化

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
態

に
合
わ
せ
て
変
え
よ
う
と

い
う
の
が
今
回
の
変
更
で

あ
る
。
そ
の
た
め
実
質
的
に

は
、
今
年
度
か
ら
前
倒
し
で

実
施
す
る
企
業
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
。
今
年
は
、
就

職
活
動
の
前
哨
戦
と
し
て

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

い
う
位
置
づ
け
が
一
層
色

濃
く
な
り
そ
う
だ
。
本
学
に

お
け
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
も
参
加
者
に
対

し
て
の
「
何
ら
か
の
優
遇
策

を
講
じ
る
」
と
答
え
た
割
合

が
８
割
に
上
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
条

件
は
満
た
さ
な
い
が

ワ
ン
デ
ー
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
１
日
仕

事
体
験
）
な
ど
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
実
施
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、
実
際
の
仕
事
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
体
験
す

る
こ
と
で
働
く
イ
メ
ー
ジ

を
明
確
に
し
、
仕
事
選
び
の

指
針
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
人
生
に
お
け
る
重
要
な

判
断
に
向
け
た
貴
重
な
経

験
が
で
き
る
機
会
で
あ
り
、

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

勧
め
た
い
。

イ
ン
開
催
に
当
た
っ
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
獲
得
も
目
指
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い

な
が
ら
、
学
友
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
特
別
講
演
会
で
は
、
ま

ず
成
田
健
一
学

長
か
ら
対
面
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
者
に
日
ご
ろ

の
博
物
館
活
動

に
対
す
る
支
援

に
対
し
て
感
謝

の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、

清
水
伸
二
博
物

館
館
長
に
よ
る

「
平
成
30
年
間
に
お

け
る
日
本
の
工
作
機

械
技
術
開
発
の
変
遷

と
今
後
の
課
題
―
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
そ
の
分

析
結
果
報
告
―
」
と
題
し
た

特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
本

講
演
で
は
、
２
０
２
０
年
10

月
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展

「
平
成
30
年
間
の
日
本
の
工

作
機
械
メ
ー
カ
各
社
の
製

品
・
技
術
を
振
り
返
る
」
を

開
催
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に

詳
細
か
つ
正
確
に
日
本
の
工

作
機
械
産
業
の
工
作
機
械
技

術
開
発
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
こ
れ
ま
で
感
覚
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
り
、

ま
た
予
想
と
異
な
る
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
り
な

ど
、
と
て
も
新
鮮
に
感
じ

た
」「
産
学
連
携
に
よ
る
博

物
館
活
動
を
展
開
す
る
当
博

物
館
な
ら
で
は
の
企
画
で
あ

る
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
、
博
物

館
後
援
会
会
長
の
花
木
義
麿

氏
（
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
相

談
役
）
と
、
柳
澤
章
本
学
理

講師の清水博物館館長

後援会総会

工
業
技
術
博
物
館　

特
別
講
演
会
・
後
援
会
総
会

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
対
象
講
演
会

　

５
月
16
日
、
先
進
工
学
部

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の

新
入
生
対
象
の
講
演
会
が
催

さ
れ
た
。
講
師
に
は
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
石
田
秀
樹
氏
を
迎

え
た
。
石
田
氏
は
「
組
織
」

と
「
人
」
の
側
面
か
ら
企
業

変
革
に
携
わ
り
、
大
企
業
を

中
心
に
20
年
以
上
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
経
験
を
基
に
実

践
的
な
変
革
支
援
に
従
事
し

　

本
学
在
籍
の
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
し
た
研
修
バ
ス

ツ
ア
ー
が
、
６
月
５
日
に
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、

日
本
の
歴

史
や
文
化

を
知
っ
て

も
ら
う
こ

と
、
そ
し

て
留
学
生

同
士
の
親

睦
を
図
る

こ
と
を
趣

旨
と
し
て

い
る
。

　

今
回
の

目
的
地
は
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
留
学

生
に
人
気
の
富
士
山
と
、
忍

野
八
海
の
２
か
所
。
山
梨
方

面
を
日
帰
り
と
い
う
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
55
名
の
留
学
生
が

参
加
し
た
。

　

富
士
山
五
合
目
の
小
御
獄

神
社
で
は
、
お
み
く
じ
を
引

い
て
一
喜
一
憂
す
る
留
学

生
、
忍
野
八
海
で
は
、
楽
し

そ
う
に
お
土
産
を
選
ぶ
留
学

生
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　

参
加
者
全
員
が
感
染
症
対

策
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と

守
り
、
楽
し
く
有
意
義
な
研

修
バ
ス
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

て
き
た
。

　

講
演
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が

開
発
し
た
人
工
知
能
「
Ｗ
ａ

ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
」
の
実
績
と
し

て
、
映
画
の
予
告
編
を
わ
ず

か
１
日
で
作
成
し
た
例
、
買

収
先
企
業
の
選
定
な
ど
経
営

に
関
す
る
重
要
な
意
思
決
定

支
援
を
行
っ
た
例
を
紹
介
。

様
々
な
革
新
的
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
登
場
が
社
会
に
変
革
を

も
た
ら
す
時
代
「
第
四
次
産

業
革
命
」
を
迎
え
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
企
業
に

お
い
て
は
、
顧
客
へ
の
価
値

提
供
の
再
定
義
を
進
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
差

別
化
、
競
争
優
位
性
を
生
み

出
す
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

が
生
き
残
り
の
た
め
に
必
須

と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
消
え
て
い
く
仕
事
と

は
何
か
、
こ
れ
か
ら
増
え
る

仕
事
は
何
か
、
将
来
的
に
求

め
ら
れ
る
ス
キ
ル
と
は
？
な

ど
、
学
生
が
自
ら
の
将
来
を

描
く
た
め
に
非
常
に
重

要
と
な
る
社
会
の
未
来

像
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

聴
講
し
た
新
入
生
は

「
自
分
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
現
在
と
今
後
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
」「
身
の
回
り
の
こ

と
に
つ
い
て
自
ら
問
題
提
起

し
、
解
決
案
を
考
え
る
習
慣

を
つ
け
た
い
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

コンテストの参加者を募集中！

NITプロダクトデザインコンテスト事務局
E-mail：pdcontest@nit.ac.jp
https://www.nit.ac.jp/department/machine/nitpd

昨年から応募条件を大幅にリ
ニューアル。オリジナルアイデ
ア、自由、3Dモデリング、3Dプ
リンタ造形の4部門で、自由な
発想に基づく魅力的なプロダ
クトの提案を期待しています。

作品送付先／お問い合わせ先

NITプロダクトデザインコンテスト2022
授賞式参加登録

締切 10/308/22

先進工学部ロボティクス学科　秋元俊成
TEL：0480-33-7716（学科事務室）　E-mail：akimoto@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/ise/mrc.html（エントリーはHPから）

約１インチサイズの小型ロボットに
よるライントレース競技です。初心
者でも参加しやすいようネーム
カード（名刺）部門も設置。昨年は
オンラインでの実施でしたが、今
年は本学会場で実施予定です。

エントリー／お問い合わせ先

第16回 マイクロロボコン高校生大会
申込
締切 10/31

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7676（入試室） E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://nit-kenchiku.jp/activities/

建築を学ぶ高校生を対象とした建
築設計の腕試しの場として、また
本学建築学科の設計教育活動の
一環として、毎年開催しています。
今回の課題は「その土地に　開い
て／閉じる　ワンルーム」です。

作品送付先／お問い合わせ先

第36回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月中旬8/31

開催日 12/10

事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
博

物
館
運
営
へ
の
後
援
会
会
員

各
位
の
支
援
へ
改
め
て
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
２
０
２
１
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
、
２
０
２
２

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、

会
則
改
定
案
、
役
員
案
に
つ

い
て
審
議
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。
会
則
改
定
で
は
、
特

に
「
知
匠
会
員
」
と
い
う
新

し
い
特
別
会
員
枠
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
改

定
の
趣
旨
は
、
25
年
以
上
後

援
会
会
員
と
し
て
活
動
し
て

き
た
、
70
歳
以
上
の
経
験
豊

富
な
会
員
に
年
会
費
な
ど
の

負
担
な
く
、
気
軽
に
各
種
企

画
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

「
知
の
匠
」
と
し
て
若
手
に

で
き
る
限
り
過
去
の
貴
重
な

経
験
な
ど
を
語
り
継
い
で
も

ら
お
う
と
す
る
も
の
で
、
当

博
物
館
な
ら
で
は
の
画
期
的

な
取
り
組
み
と
し
て
今
後
の

成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

業界・インターンシップセミナー

各自治体のU・Iターン説明会も実施

講師の石田氏

富士山をバックに記念撮影
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こ
の
一
瞬
を

キ
リ
ト
レ
！

宮代町
だより

237号

　

町
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

限
定
で
、
宮
代
の
夏
を

テ
ー
マ
に
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
風
景
や
イ
ベ
ン

ト
、
食
や
歴
史
な
ど
「
宮

代
町
の
い
い
と
こ
ろ
」
を

切
り
取
っ
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
町

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
様
々
な
場
面
で
紹
介

し
ま
す
。

　

町
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

フ
ォ
ロ
ー
し
、
撮
影
日
・

撮
影
場
所
・
作
品
名
を
記

載
し
、「
＃
み
や
し
ろ
ま

ち
」
を
付
け
て
投
稿
！
こ

れ
で
応
募
と
な
り
ま
す
。

　

夏
部
門
は
８
月
末
ま
で

で
す
。
日
本
工
業
大
学
で

の
学
生
生
活
を
切
り
取
っ

た
そ
の
一
瞬
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

竹内教授の著書

表
面
技
術
協
会

令
和
４
年
度
協
会
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰

科
学
技
術
賞
研
究
部
門
受
賞

子
供
た
ち
の
交
流
の
場

工
作
教
室
に
１
０
０
名
参
加

　

機
械
工
学
科
の
竹
内
貞
雄

教
授
が
２
月
28
日
、
表
面
技

術
協
会
の
第
73
回
通
常
総
会

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
協

会
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
業

績
名
は
「
ド
ラ
イ
プ
ロ
セ
ス

に
よ
る
炭
素
系
硬
質
膜
の
合

成
な
ら
び
に
機
械
的
諸
特
性

の
解
明
」。

　

独
自
の
工
夫
を
盛
り
込
ん

だ
密
着
力
の
評
価
試
験
機
、

摩
耗
試
験
機
、
摩
擦
試
験
機

　

５
月
28
日
、
無
印
良
品
東

武
動
物
公
園
駅
前
店
と
宮
代

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
ゆ
う

や
け
ひ
ろ
ば
）
の
協
力
を
得

て
、
東
武
動
物
公
園
駅
前

「
み
ん
な
の
広
場
」
に
お
い

て
「
み
ん
な
で
創
る
こ
ど
も

の
居
場
所
」
が
開
催
さ
れ

た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
宮
代
町

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
要
望

に
よ
る
も
の
で
、
子
供
を
対

象
と
し
た
食
事
提
供
の
場

　

機
械
工
学
科
の
加
藤
史
仁

准
教
授
が
４
月
８
日
、
大
阪

大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
令

和
４
年
度
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技

術
賞
研
究
部
門
を
受
賞
し

た
。
受
賞
研
究
名
は
「
超
高

感
度
無
線
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
水
晶
振

副
会
長　

髙
橋　

仁（
福
島
）

〃　

松
本
伸
一
（
埼
玉
）

〃　

本
田
和
之（
神
奈
川
）

総
務　

櫻
井
和
博
（
山
口
）

〃　

藤
枝
裕
子
（
千
葉
）

財
務　

安
田
泰
久（
神
奈
川
）

〃　

沼
尾
正
晴
（
埼
玉
）

監
事　

磯
見
浩
之
（
石
川
）

〃　

西
山　

聡
（
新
潟
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内

見
学
も
行
わ
れ
た
。

原
隆
之
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

　

原
社
長
は
「
今
期
で
９
期

目
と
な
り
ま
す
が
、
慢
心
す

る
こ
と
な
く
基
本
に
立
ち
返

り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
常
態
化
す

る
中
で
食
材
費
の
高
騰
や
人

件
費
負
担
増
等
の
諸
課
題
を

克
服
す
べ
く
努
力
を
し
て
い

く
所
存
で
す
」
と
決
意
表
明

を
行
い
、
株
主
総
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案
：
定
款
の
規
定

に
基
づ
く
理
事
及
び
監
事
選

任
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案
：
定
款
の
改
正

に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

代
議
員
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ど
を
製
作
し
て
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
膜
の
残
留
応
力
と
摩
耗

特
性
の
関
係
、
ボ
ロ
ン
添
加

と
機
械
的
特
性
の
関
係
の
解

明
等
を
行
っ
た
。
30
年
に
及

ぶ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
膜
合
成
に

関
わ
る
周
辺
技
術
の
開
発
か

ら
基
礎
物
性
・
機
械
的
特
性

評
価
ま
で
の
幅
広
い
領
域
に

つ
い
て
の
先
駆
的
研
究
成
果

が
評
価
さ
れ
た
。

　

航
空
機
や
自
動
車
の
燃
費

向
上
に
不
可
欠
な

素
材
で
あ
る
カ
ー

ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

の
加
工
に
は
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
膜
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
ド
リ
ル
や
エ
ン

「
こ
ど
も
食
堂
」
と
子
供
向

け
工
作
教
室
を
合
同
で
開
催

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

の
子
供
た
ち
に
交
流
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

本
学
は
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
教
員
と
学
生
を
中
心
と
し

た
メ
ン
バ
ー
で
工
作
教
室
を

担
当
。
工
作
の
内
容
は
「
と

こ
と
こ
ウ
サ
ギ
を
作
ろ
う
」

「
風
船
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ー
を
作

ろ
う
」「
風
船
ロ

ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ

う
」
で
、
工
作
教

室
だ
け
で
も
１
０

０
名
近
い
子
供
達

が
参
加
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は

今
回
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
が
大

変
好
評
で
、
次
回

以
降
の
定
期
開
催

が
望
ま
れ
て
い
る
。

動
子
セ
ン
サ
ー
の
研
究
」。

　

水
晶
振
動
子
セ
ン
サ
ー

は
、
診
断
や
創
薬
分
野
で
重

要
な
高
感
度
バ
イ
オ
セ
ン

サ
ー
や
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
の
実
現
に
必
須
の
高
感

度
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
へ
の
対
応

が
期
待
さ
れ
て
き
た
が
、
構

ド
ミ
ル
が
必
須
で
あ
り
、
今

後
こ
れ
ら
の
工
具
製
造
や
品

質
評
価
に
役
立
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

ま
た
竹
内
教
授
は
２
０
２

１
年
９
月
、
オ
ー
ム
社
よ
り

「
精
密
加
工
に
活
か
す　

Ｃ

Ｖ
Ｄ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
大
全
」

を
出
版
。
評
価
技
術
や
応
用

事
例
等
、
機
械
加
工
に
欠
か

せ
な
い
Ｃ
Ｖ
Ｄ
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
基
本
を
す
べ
て
ま
と
め

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
竹
内
教
授
は

「
こ
の
本
の
内
容
が
今
回
の

　

５
月
22
日
、
本
学
学
友
会

館
に
て
後
援
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
委
任
状
を
含

め
１
４
５
５
名
が
出
席
。
議

案
（
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
事
業
計
画
、
予
算
案
、

理
事
・
監
事
選
出
）
は
慎
重

審
議
の
上
、
全
て
承
認
さ
れ

総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

新
執
行
部
は
次
の
通
り
。

会
長　

安
齋
義
直
（
東
京
）

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

55
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
原
隆
之
社
長
よ

り
、
当
期
の
事
業
経
過
と
決

算
内
容
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
質
疑
応
答
を
経
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

い
取
締
役
４
名
が
重
任
、
１

名
が
新
任
さ
れ
、
社
長
に
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

本
年
度
も
一
般
社
団
法
人
日

本
工
業
大
学
工
友
会
定
時
総

会
は
、
６
月
11
日
に
書
面
審

議
で
行
わ
れ
た
。

　

議
案
は
次
の
通
り
。

第
一
号
議
案
：
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
報

告
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
：
２
０
２
２
年

造
上
、
更
な
る
高
感
度
化
は

難
し
い
。
本
研
究
で
は
独
自

の
無
線
技
術
を
考
案
し
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
微
小
電
気
機
械
シ
ス

テ
ム
）
技
術
を
用
い
て
具
現

化
し
、
水
晶
振
動
子
セ
ン

サ
ー
の
感
度
を
飛
躍
的
に
向

上
さ
せ
た
。

　

研
究
成
果
に
よ
り
、
高
感

度
な
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
や
ガ

ス
セ
ン
サ
ー
と
し
て
、
多
く

の
既
存
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
無
線

か
つ
無
給
電
に
よ
る

駆
動
が
可
能
と
な
る

た
め
安
全
、
安
心
、

快
適
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

受
賞
対
象
そ
の
も
の
。
今
回

の
受
賞
と
出
版
は
卒
業
研
究

に
携
わ
っ
た
学
生
諸
君
の
協

力
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。熱心に工作指導を行う櫛橋准教授（右）と学生

20チームがドッジボールで熱戦!!
　6月18日、体育祭実行委員会主
催のスポーツイベント「球技大会
（ドッジボール）」が、陸上競技場で
開催された。
　新型コロナウイルス感染症は予断
を許さない状況だが、学生交流の貴
重な場であることを鑑み、感染防止
策を徹底し実施したものである。
　クラブ団体を中心に20チーム余
りが参加し、久しぶりのスポーツイ
ベントに学生も盛り上がりを見せ、
熱戦が繰り広げられた。

後
援
会
定
期
総
会

工
友
会
定
時
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
の
相
談
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
対
応

　

５
月
初
旬
か
ら
７
月
下
旬

に
か
け
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
工

学
科
の
学
生
が
宮
代
町
民
を

対
象
と
し
た
「
ス
マ
ホ
・
パ

ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
実
施
し
た
。
同
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
主
催

で
、
福
祉
交
流
館

「
す
て
っ
ぷ
宮

代
」
に
お
い
て
定

期
的
に
開
催
し
て

い
る
。

　

こ
の
活
動
は
授

業
の
一
環
と
し
て

組
み
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
平
日
に
１

～
４
名
の
学
生
が

交
代
で
常
駐
。
相

スマホ操作をアドバイスする学生

談
に
訪
れ
た
町
民
に
対
し
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
設
定
方
法

や
使
い
方
、
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
の

操
作
方
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
や
申
込
方
法
な

ど
、
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
１

日
平
均
８
～
９
名
の
相
談
者

が
来
館
し
、
多
い
日
に
は
20

件
ほ
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

る
。
相
談
者
か
ら
は
「
具
体

的
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

教
え
て
く
れ
た
」「
と
て
も

助
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
届
い
て
お
り
、
大
変
好
評

だ
。

　

な
お
、
な
ん
で
も
相
談
会

は
夏
休
み
の
た
め
７
月
下
旬

で
一
時
休
止
、
10
月
よ
り
再

開
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
任
命
】（
５
月
１
日
付
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

劉

　

雯
准
教
授

【
退
職
】（
５
月
31
日
付
）

◆
水
谷
耕
平
主
任
（
企
画
広

報
室
）

◆
内
田
祐
一
教
授
（
応
用
化

学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
７
／
30
～
８
／
８
）
／
目

的
＝
第
８
回
製
鋼
の
科
学
と

技
術
に
関
す
る
国
際
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
で
の
発
表
と
討

議 人
事
異
動

国
外
出
張

◆
関
根
路
代
講
師
（
共
通
教

育
学
群
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
８
／
22
～
８
／
29
）

／
目
的
＝
米
国
議
会
図
書
館

で
の
資
料
収
集

　

日
本
工
業
大
学
第
７

代
学
長
・
神
馬
敬
先
生

が
、
令
和
４
年
６
月
１

日
に
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃　

報

　5/16～6/25、LCセンター
を会場に、SDGs入門編として
「水と緑の保全」や「子どもの
貧困」「ジェンダー平等」など
をテーマとする関連ビデオ視
聴とフリートークによるワーク
ショップを開催。今後は秋の
キャンプに向け、最も関心の高
かった「水と緑のキャンパス再
生」（略称：チームMMC）を掲
げ、既存のビオトープエリアを

フィールドに、生態系調査や
水質分析などを含めた「池の
かいぼり」の計画を進める。

SDGs入門編の
ワークショップを開催


